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新学期が始まりました

３月定例会　10 名の一般質問３月定例会　10 名の一般質問

ラベンダーフェスタ・ジオパークラベンダーフェスタ・ジオパーク
　　　　　どのように活用するのか　　　　　どのように活用するのか

令和６年度予算特別委員会令和６年度予算特別委員会

各議員の注目事業はこれだ !!各議員の注目事業はこれだ !!

我が町の災害への備えは我が町の災害への備えは

などなど

などなど
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方針を問う！！方針を問う！！

ラベンダーハイツ

A
．
町
長
　
民
間
で
は
出
来
な
い
分
野
も
公
設
公
営
で
、
し
っ

か
り
と
支
え
て
い
く
。

　
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
自
立
支

援
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
々
に
広
く
利
用
し

て
頂
き
、
利
用
率
の
向
上
を
図
り
健
全
経
営
に
努
め
る
。

防　災

A
．
町
長
　
町
民
の
避
難
、
住
民
の
生
命
が
１
番
優
先
す
べ
き
も
の

だ
と
再
認
識
し
て
い
る
。

佐藤議員

　
防
災
ブ
ッ
ク
の
活
用
を
推
進
し
、
避
難
経
路
、
避
難
場
所
の
再
確
認

を
行
い
、
出
前
講
座
や
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
、
防
災
教
育
、
自
主
防
災

組
織
と
連
携
し
、
町
民
の
防
災
に
関
す
る
知
識
・
意
識
の
醸
成
を
促
す
。

観光振興

A
．
町
長
　
地
場
産
品
を
買
え
る
所
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。
地
域
高
規
格
道
路
の
ル
ー
ト
が
間
も
な
く
決
ま
ろ
う
と

し
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
決
ま
っ
た
ら
す
ぐ
動
け
る
よ
う
な

情
報
収
集
し
て
い
く
。 米澤議員

　
豊
か
な
四
季
の
恵
み
を
生
か
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
等
の

四
季
彩
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
、
町
内
の
活
力
増
進
と
、
町
外
か
ら
の

誘
客
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
実
施
し
て
い
く
。

ゼロカーボン
　
環
境
保
全
意
識
の
醸
成
を
図
り
、
町
も
１
事
業
所
と
し
て
、
第
２

期
上
富
良
野
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
基
づ
き
、
そ
の
取
組

に
努
め
て
い
く
。

執
行
方
針
概
要

Q
．
今
後
の
見
通
し
と
し
て
、

今
年
度
の
運
営
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
め
ど
を
立
て
て
い
る

の
か
。

Q
．
上
富
良
野
町
の
魅
力
を
発
掘

し
ブ
ラ
ン
ド
を
育
成
す
る
、
地
元

の
資
源
を
生
か
し
た
道
の
駅
な
ど
、

町
外
か
ら
多
く
の
人
に
来
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
提
供
す
る
と
い
う
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
非
常
に
大

事
か
と
思
う
が
。

Q
．
能
登
半
島
地
震
を
目
の
当
た
り
に
さ

れ
、
災
害
時
の
広
域
連
携
の
在
り
方
、
対

応
等
を
含
め
復
旧
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
町
長
自
身
の
意
識
・
気
持
ち
に
変

化
は
あ
っ
た
か
。

Q
．
公
用
車
は
、
将
来
的
に
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。
全
て
電
気
自
動
車
に
す

る
の
か
。
施
設
照
明
の
L
E
D
化
は
、

何
年
度
を
目
標
に
す
る
の
か
。

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

金子議員

北條議員

A
．町
長
　
令
和
５
年
度
に
公
用
の
電
気
自
動
車
を
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

等
に
２
台
導
入
し
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
問
題
や
航
続
距
離
な
ど
、
北

海
道
で
の
冬
は
ど
う
な
の
か
を
検
証
し
、
重
機
等
も
含
め
検
討
し
て

い
く
。
L
E
D
化
は
早
期
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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町政・教育執行方針

町政・教育執行町政・教育執行

A
．
町
長
　
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
な
ど
、
短
い
期
間
で
あ
れ
ば
町

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
民
間
の
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ

る
た
め
、
そ
こ
へ
誘
導
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
定
住
移
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
継
続

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
S
N
S
で
情
報
提
供
を
行
い
、
民
間
賃

貸
住
宅
等
を
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

A
．
町
長
　
３
年
の
任
期
終
わ
っ
た
後
に
、
ま
ち
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
１
つ
の
経
営
体
と
し
て
の
希
望
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
関
係
機

関
と
力
を
合
わ
せ
、
農
地
の
問
題
を
考
え
て
い
く
。

井村議員

　
農
家
戸
数
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
確
保
の
た
め

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
配
置
し
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
、
定
着
す

る
取
組
を
進
め
る
。

A
．
町
長
　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
中
に
、
旧
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
名

称
を
変
更
し
て
、
こ
ど
も
未
来
班
と
子
育
て
支
援
班
の
二
つ
に
な
る
。

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
と
い
う
言
葉
が
重
複
し
て
し
ま
う
た
め
名
称
変
更

し
た
。

　
新
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て
支
援
班
、
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
、

発
達
支
援
事
業
を
集
約
し
、
相
談
・
療
育
支
援
等
を
一
体
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

執
行
方
針
概
要

Q
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々

も
、
家
を
探
す
の
に
苦
労
し
た
と

い
う
話
も
聞
く
。
移
住
者
に
向
け

て
の
住
居
の
情
報
提
供
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

Q
．
特
産
農
産
物
支
援
隊
員
は
、
上
富
良

野
町
で
就
農
を
目
指
し
て
来
て
い
る
。
農

業
に
は
先
ず
農
地
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
。

Q
．
新
年
度
か
ら
、
子
ど
も
セ
ン
タ
ー

を
こ
ど
も
未
来
班
へ
名
称
変
更
し
運
用

し
て
い
く
が
、
名
称
変
更
に
は
何
か
思

い
が
あ
る
の
か
。

A
．
町
長
　
個
人
の
要
求
の
レ
ベ
ル
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
町
と

し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
る
。
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
十
分

考
慮
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

島田議員

　
第
９
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
取
り
組
む
。

Q
．
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、

予
算
が
つ
き
に
く
く
、
受
益
者
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
期
高

齢
者
へ
の
支
援
は
。

子育て支援 地域おこし協力隊

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

執
行
方
針
概
要

小林議員

定住移住促進

茶谷議員

高齢者支援

次ページへ続く
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執行
方針

男女共同参画

A
．
町
長
　
女
性
の
持
つ
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
も
ら
う

社
会
の
実
現
の
た
め
に
も
、
P
R
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
た
い
。

　
男
女
共
同
参
画
を
促
し
各
種
審
議
会
・
地
域
団
体
な
ど

に
女
性
役
員
登
用
を
働
き
か
け
、
女
性
が
よ
り
一
層
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

観光交流

A
．
町
長
　
別
の
方
法
で
中
長
期
的
に
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
、

観
光
客
に
よ
る
農
作
業
等
に
支
障
が
生
じ
る
様
で
あ
れ
ば
中
期
的

な
解
決
策
も
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

中瀬議員

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
喚
起
と
掘
り
起
こ
し
を
進
め
、
あ
わ
せ

て
観
光
客
に
よ
る
農
地
へ
の
立
入
り
や
路
上
駐
車
の
解
消
に
努
め

て
い
く
。 執

行
方
針
概
要

Q
．
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
路

に
は
、
駐
車
禁
止
・
道
路
上
で
の

撮
影
禁
止
と
い
う
看
板
を
立
て
て

あ
る
が
効
果
が
な
い
。
具
体
的
な

対
策
は
。

執
行
方
針
概
要

湯川議員

Q
．
町
の
各
種
審
議
会
な
ど
に

女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
と

と
も
に
、
地
域
や
団
体
に
女
性

役
員
登
用
に
つ
い
て
働
き
か
け
、

女
性
が
よ
り
一
層
活
躍
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
な
方
策
は
。

泥流地帯映画化

A
．
町
長
　
映
画
化
を
進
め
る
会
の
方
々
や
、
会
に
入
っ
て
い
な

い
方
も
含
め
て
、
町
民
の
皆
様
の
後
押
し
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

林議員

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
財
源
調
達
や
泥
流
地
帯
映
画
化
を
進
め

る
会
を
中
心
と
し
た
機
運
醸
成
や
ロ
ケ
支
援
等
に
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

Q
．
泥
流
地
帯
映
画
化
を
進
め
る

会
を
中
心
と
し
た
機
運
醸
成
の
た

め
に
、
令
和
６
年
度
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

執
行
方
針
概
要Café　YAMAICHI

齊藤　恵さん

まちの声

幅広い分野で地域おこし協力隊を活用す
るのは良いことだと思いますが、町民を
どのように巻き込んでいくかが大切だと
思います。インバウンドが戻ってきたの
で、おもてなしの機運を高めるために、
学校だけではなく大人も外国人と触れ合
う機会を作って欲しいです。

執行方針の詳しい内容は
こちらから👇

町政執行方針教育行政執行方針

町政・教育執行方針を問う！！町政・教育執行方針を問う！！
続き
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予算特別委員会

❺

新年度の注目事業はこれだ！新年度の注目事業はこれだ！
期待どおりの成果が見込めるかしっかり検証！！

令和６年度　予算特別委員会あなたの注目事業は？

議長を除く13名の委員（議員）に、新年度の予算特別委員会で特に注目する３つの事業とポイントを
聞きました。

　高齢者の健康寿命を延ばし、子育て環境を整え、誘客
促進と経済活性化を図り「住み続けたい」「住んでみたい」
まちづくりのための予算編成となっているか。長期的ビ
ジョンにも注目。

①火葬場共同利用実施設計
②地域おこし協力隊
③ジオパーク拠点施設整備

　全国の自治体が、能登半島地震を受けて、防災対策の
強化を行っている。当町においても避難所等の運営に資
する防災資機材の備蓄を計画的に行っているが、新たな
資機材の検討や見直しの必要がある。

①防災対策
②郷土館改修事業
③新こどもセンター整備事業

「泥流地帯」映画化の進捗状況を見守りつつ、上富良野
町にもたらす影響を、ジオパークや地域おこし協力隊事
業も合わせて見ていきたい。

①ジオパーク
②泥流地帯
③地域おこし協力隊

　こども園では保育士不足の影響で、基準以上の保育士
の配置をしなければ適切な保育ができない実態にも関わ
らず、保育士の確保ができない状態にある。自治体とし
てのこども園への支援策が求められている。

① 保育事業雇用対策
②農業後継者対策
③教育支援不登校対策

　アフターコロナとして、上富良野町の経済が活力を取
り戻すための政策や、将来の子どもたちへの予算が正し
く反映されているのか厳しく慎重審議したい。

①ジオパーク
②新こどもセンター
③商工振興

　今、令和５年度のラベンダーハイツ事業特別会計予算
の収支が赤字になることが懸念されている。ラベンダー
ハイツの場当たり的な運営は限界にきていると考えるた
め、早急に今後 10年間の経営計画が策定されることを
強く望む。

①特別養護老人ホームラベンダー
　ハイツの経営
②泥流地帯の映画化事業の進め方
③地域おこし協力隊

佐
藤
大
輔
議
員

荒
生
博
一
議
員

米
澤
義
英
議
員

金
子
益
三
議
員

林
　
敬
永
議
員

湯
川
千
悦
子
議
員

議
長
　
中
澤
　
良
隆

　それぞれの議員が、新年度の注目する事業・施策等について本会議や予算特別委員会の審
議の中で熱心に質疑を行いました。提案された予算額や事業内容が、住民のためになる予算
であり、公平・公正であるかを確認した上で議決に至りました。
　令和６年度の行政サービスが町民の皆さんの福祉向上に大いに役立つことを心から期待す
るところです。
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予算特別
委員会

令和６年度の主要な事業など

①新こどもセンター新設
②郷土館改修
③地域おこし協力隊

コロナが 5類に移行され、新こどもセンター新設、郷土
館改修、町立病院建設等生活に身近な大きな事業が動い
ていく中、魅力のあるまちづくりへ本当に向かっている
か見極めていきたい。

①農業後継者対策費
②観光スポットの安全対策
③公共施設の改修対策

　基幹産業農業を守るための後継者対策費は十分か。
　コロナが落ち着き観光客が増加、安全対策に予算を。
　公共施設老朽化対策、計画的に実施を。

　上富良野の特産農作物推奨は大切。担い手確保のため、
地域おこし協力隊が健やかに育っていただくことを願う。

①新こどもセンター
②地域おこし協力隊
③新規就農・担い手対策

①火葬場
②映画化
③日本酒醸造

①火葬場共同利用負担
②「泥流地帯」映画化事業
③ラベンダーハイツ事業特別会計

　中富良野西山火葬場改修費用と今後の負担割合は。映
画化に向けた町民の盛り上がりがあまり感じられない。
映画化を進める会の活動内容は ?ラベンダーハイツの今
後の運営方針に注目。

茶
谷
朋
弘
議
員

中
瀬
　
実
議
員

島
田
政
志
議
員

井
村
悦
丈
議
員

北
條
隆
男
議
員

①新たな農地整備事業の着手
②地域おこし協力隊の農業担い手
　対策
③予約型乗合タクシー料金一律化

岡
本
康
裕
議
員

小
林
啓
太
議
員

①介護に係る事業全般
②ふるさと納税
③地域おこし協力隊

　先進的な町では介護施設が魅力的な町づくりの一躍を
担っている事例もある。ラベンダーハイツの経営改善と
今後の計画の策定を町づくりの一環として広い視点で前
向きに取り組んでほしい。

子育てに関わる一体的な支援を行い、子どもと家族が
この町で安心して暮らすことができることを期待する。
　各分野の地域おこし協力隊の皆さんの活動で、町の活
性化が図られることを期待し、将来定住・定着されるこ
とを期待する。

　第３次商工業振興計画、第３次観光振興計画に沿った
行政が行われるか注目。にぎわいを取り戻せるか !?

【議会費】総務産建・厚生文教常任委員会道外行政調査2,520千円
【総務費】地域おこし協力隊管理費41,236千円 / 文書管理デジタル化整備21,560千円 / 予約型乗合タクシー運行委
　託9,642千円（拡充）/町長選挙費7,676千円
【民生費】新こどもセンター整備事業費（外構工事外）103,394千円 / ラベンダーハイツ事業特別会計操出68,465
　千円 /後期高齢者医療特別会計操出61,942千円 / 介護保険事業特別会計操出197,492千円
【衛生費】国民健康保険特別会計操出117,643千円 / こども医療費給付46,000千円（拡充）/一般廃棄物処理
　基本計画策定業務5,665千円（新規）/火葬場共同利用負担3,500千円（新規）/焼却施設ＣＯ、O₂分析器修繕等
　38,940千円（新規）/不燃ごみ処理負担6,136千円（新規）/飲料水供給施設管理（中の沢水道施設更新工事設計
　業務32,000千円、旭野地区飲料水供給施設電気計装施設更新工事6,270千円）
【農林業費】特産農作物支援　26,000千円 / 農業後継者対策費　5,000千円　
【商工費】�深山峠地区展望台解体工事実施設計1,700千円（新規）/吹上温泉保養センターテラス改修1,300千円（新規）
【土木費】公園費一般管理費�島津公園整備等11,420千円（新規）
【教育費】郷土館改修事業5,410千円
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４
日
間
に
及
ぶ
新
年
度
予
算
の
質
疑
で
は
、
議
員
か
ら
町

の
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
対
し
て
質
問
が
あ
が
り
、
限
ら
れ
た
予

算
が
適
正
に
計
画
、
執
行
が
さ
れ
る
よ
う
議
論
を
行
い
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
質
疑
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q
．
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
わ
る
新
た
な
取
り
組
み
は
あ

　
　
る
か
。

A
．
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
向
上
の
た
め
ポ
ー
タ
ル
サ

　
　
イ
ト
の
数
を
２
つ
増
や
す
他
、
新
た
な
返
礼
品
の

　
　
開
発
を
考
え
て
い
る
。

Q
．
寄
附
者
と
そ
の
後
の
関
わ
り
と
し
て
考
え
て
い
る

　
　
こ
と
は
あ
る
か
。

A
．
継
続
し
て
寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ダ
イ
レ
ク
ト

　
　
メ
ー
ル
を
送
る
な
ど
関
係
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

Q
．
大
正
の
噴
火
か
ら
100
年
の
２
０
２
６
年
公
開
に
目

　
　
掛
け
て
１
年
間
月
日
を
費
や
し
た
中
で
映
画
化
事

　
　
業
そ
の
も
の
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
描
け
て
い
な
い
が
。

A
．
こ
の
一
年
を
か
け
て
ロ
ケ
地
を
め
ぐ
り
シ
ナ
リ
オ

　
　
を
作
っ
て
き
た
。
そ
の
企
画
書
を
持
っ
て
制
作
委

　
　
員
会
を
組
成
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

　
　
で
あ
り
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
25
年
撮
影
、
26
年
公
開
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
。

Q
．
今
年
は
新
た
に
図
書
館
支
援
専
門
員
を
地
域
お
こ

　
　
し
協
力
隊
と
し
て
採
用
の
計
画
を
立
て
て
い
る
が

　
　
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
？

A
．
こ
れ
ま
で
町
の
図
書
館
に
い
な
か
っ
た
図
書
館
司

　
　
書
と
し
て
、
本
の
選
択
や
読
み
聞
か
せ
等
の
様
々

　
　
な
図
書
館
事
業
の
他
、
各
学
校
と
も
連
携
し
町
の

　
　
図
書
館
事
業
を
充
実
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て

　
　
も
ら
う
。

Q
．
令
和
７
年
度
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国
大
会
に
向

　
　
け
た
準
備
は
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
か
？

A
．
全
国
大
会
で
活
用
す
る
映
像
を
つ
く
る
予
算
を
計

　
　
上
し
て
い
る
。

Q
．
一
部
の
箇
所
で
防
災
無
線
が
鳴
ら
な
い
現
象
が
起

　
　
こ
っ
て
い
る
が
原
因
は
何
か
？

A
．
電
化
製
品
等
か
ら
発
す
る
電
波
に
よ
る
妨
害
や
障

　
　
害
物
に
よ
る
妨
害
等
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
職
員
が
対
応
し
、
そ
れ
で
も
直
ら
な
い
場
所
は
業

　
　
者
に
お
願
い
を
す
る
。

Q
．
現
在
配
布
さ
れ
て
い
る
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ミ

　
　
サ
イ
ル
が
来
た
際
の
対
応
や
J
ア
ラ
ー
ト
の
対

　
　
応
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
？

A
．
現
在
ミ
サ
イ
ル
が
来
た
と
き
の
訓
練
な
ど
の
対
応

　
　
は
取
り
組
め
て
い
な
い
状
況
。
今
後
駐
屯
地
と
調

　
　
整
を
し
な
が
ら
周
知
し
て
い
き
た
い
。

Q
．
泥
流
地
帯
映
画
化
の
制
作
費
用
は
ど
の
程
度
に
な

　
　
る
の
か
？

A
．
い
つ
ス
タ
ー
ト
し
て
ど
の
よ
う
な
規
模
に
な
る
か

　
　
は
こ
れ
か
ら
順
次
決
ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、

　
　
今
後
増
え
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
。

一
般
会
計

２
款
　
総
務
費

Q
．
東
児
童
館
解
体
費
用
の
中
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
わ

　
　
る
経
費
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A
．
含
ま
れ
て
い
る
。

Q
．
現
状
の
ま
ま
だ
と
傾
斜
が
あ
り
水
が
建
物
に
流
れ

　
　
て
し
ま
う
が
ど
う
す
る
の
か
。

A
．
地
盤
を
下
げ
フ
ラ
ッ
ト
に
し
建
物
内
に
入
ら
な
い

　
　
よ
う
な
設
計
で
工
事
し
て
い
く
。

Q
．
外
構
工
事
、
東
児
童
館
解
体
完
了
の
目
途
は
。

A
．
児
童
館
解
体
が
令
和
６
年
８
月
、
外
構
工
事
が
12

　
　
月
目
途
と
い
う
こ
と
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

３
款
　
民
生
費

令和６年度予算

365365
の質疑

どう使われる？
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Q
．
配
食
や
除
雪
等
の
地
域
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
利

　
　
用
料
が
引
き
上
が
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
利
用
者

　
　
負
担
は
増
え
る
の
か
。

Ａ
．
人
件
費
高
騰
の
た
め
委
託
料
は
上
が
っ
て
い
る
が
、

　
　
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
検
討
課
題
と
い
う
こ
と

　
　
で
据
え
置
き
と
な
っ
て
い
る
。

Q
．
中
富
良
野
町
と
共
同
利
用
す
る
火
葬
場
の
電
気
工

　
　
事
費
は
全
て
上
富
良
野
町
の
負
担
な
の
か
。

Ａ
．
上
富
良
野
町
が
新
た
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
　
工
事
が
必
要
に
な
る
た
め
こ
の
工
事
に
関
し
て
は

　
　
全
て
上
富
良
野
町
負
担
に
な
る
。
今
後
に
か
か
る

　
　
修
繕
費
や
運
営
費
の
割
合
は
一
定
の
ル
ー
ル
の
中

　
　
で
応
じ
て
い
く
。

４
款
　
衛
生
費

Q
．
保
育
所
等
に
お
け
る
、
性
被
害
防
止
対
策
に
係
る

設
備
等
支
援
事
業
費
の
内
容
は
。

A
．
保
育
所
等
に
お
け
る
、
子
ど
も
の
性
被
害
が
テ
レ

　
　
ビ
等
で
報
じ
ら
れ
て
い
る
中
、
国
等
の
補
助
金
を

　
　
用
い
た
予
算
計
上
を
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
や
パ
ー

　
　
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
に
補
助
さ
れ
る
。

Q
．
子
ど
も
の
発
達
支
援
に
関
す
る
専
門
員
整
備
事
業

　
　
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

Ａ
．
年
６
回
ほ
ど
北
海
道
療
育
園
か
ら
専
門
ス
タ
ッ
フ
、

　
　
言
語
聴
覚
士
、
作
業
療
法
士
の
派
遣
を
受
け
保
育

　
　
所
や
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
を
巡
回
し
、
障
害
の
早

　
　
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
の
助
言
を
頂
い
て
い
る
。

　
　
来
年
度
は
７
回
の
希
望
を
出
し
て
い
る
。

Q
．
出
産
子
育
て
応
援
給
付
金
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

A
．
出
生
届
を
出
さ
れ
た
と
き
５
万
円
、
出
産
さ
れ
た

　
　
と
き
５
万
円
、
一
人
あ
た
り
の
出
産
に
つ
き
10
万

　
　
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。
対
象
人
数
は
70
人
を

　
　
予
定
し
て
い
る
。

Q
．
が
ん
予
防
検
診
に
つ
い
て
、
膵
臓
が
ん
に
罹
患
さ

　
　
れ
亡
く
な
ら
れ
る
方
が
増
え
て
い
る
が
、
町
と
し

　
　
て
対
応
の
考
え
は
。

A
．
が
ん
検
診
の
中
に
膵
臓
が
ん
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
国
の
見
解
を
注
視
す
る
。
死
亡
率
が
減
少
す
る
と

　
　
い
う
科
学
的
根
拠
が
認
め
ら
れ
れ
ば
検
診
の
項
目

　
　
に
入
れ
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
現
在
の
対
応
は
、

　
　
特
定
検
診
の
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
検
診
を
受
け
る

　
　
こ
と
は
可
能
と
し
て
い
る
。

Q
．
農
業
後
継
者
対
策
と
い
う
形
で
予
算
が
計
上
さ
れ

　
　
て
い
る
が
内
容
は
？

A
．
国
と
合
わ
せ
た
経
営
移
譲
に
対
す
る
補
助
の
他
に

　
　
町
独
自
の
事
業
と
し
て
緑
峰
高
校
専
攻
科
や
農
業

　
　
大
学
校
へ
の
就
学
支
援
、
後
継
者
・
新
規
就
農
者

　
　
に
対
す
る
住
宅
支
援
、
研
修
の
受
け
入
れ
先
農
家

　
　
に
対
し
て
の
支
援
が
あ
る
。

Q
．
有
害
鳥
獣
対
策
の
中
で
ヒ
グ
マ
対
策
と
あ
る
が
、

　
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
か
？

A
．
近
年
増
え
て
い
る
熊
の
出
没
に
合
わ
せ
て
新
た
な

　
　
費
用
と
し
て
熊
の
箱
罠
、
監
視
カ
メ
ラ
、
撃
退
ス

　
　
プ
レ
ー
等
を
予
算
に
計
上
し
て
い
る
。

Q
．
猟
友
会
か
ら
補
助
金
が
足
り
な
い
と
い
う
声
が
上

　
　
が
っ
て
い
る
が
ど
う
か
？

A
．
猟
友
会
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
駆
除
費
用
を
千
円

　
　
値
上
げ
し
、
計
上
す
る
予
定
。
た
だ
、
パ
ト
ロ
ー

　
　
ル
に
か
か
る
費
用
は
出
し
て
い
な
い
ほ
か
、
処
分

　
　
費
用
で
も
苦
労
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
今
後

　
　
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

６
款
　
農
林
業
費

猟友会
佐々木　清美さん

まちの声

物価高騰等により様々な部分で
掛かる費用が増えている他、今後
の担い手不足も懸念される。駆
除依頼は増えているのにこのま
までは本当に大変なことに…
早急に対策を！

Q
．
新
規
開
業
・
特
産
品
開
発
事
業
補
助
費
の
対
象
の

　
　
拡
大
、幅
出
し
の
よ
う
な
展
開
は
考
え
て
い
る
か
？

A
．
現
在
も
様
々
な
も
の
に
補
助
を
し
て
き
て
い
る
が
、

　
　
今
後
は
関
係
機
関
、
商
工
会
な
ど
か
ら
も
意
見
を

　
　
聞
き
な
が
ら
制
度
の
あ
り
方
を
前
向
き
に
検
討
し

　
　
て
い
き
た
い
。

７
款
　
商
工
費

有害鳥獣駆除に手厚い支援を
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Q
．
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
の

　
　
事
業
内
容
は
。

A
．
町
に
お
い
て
は
現
在
112
橋
あ
る
が
、
計
画
の
対
象

　
　
と
な
っ
て
い
る
の
は
36
橋
で
、
令
和
５
年
度
現
在

　
　
で
12
橋
が
完
了
し
て
い
る
。

Q
．
公
営
住
宅
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー

　
　
タ
ー
修
理
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

A
．
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
温
水
器
な
ど
の
修

　
　
理
に
つ
い
て
、
修
理
で
き
る
も
の
は
修
理
し
て
い

　
　
く
が
、
取
り
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

　
　
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

８
款
　
土
木
費

Q
．
上
富
良
野
十
勝
岳
観
光
協
会
運
営
費
の
中
で
、
昨

　
　
年
度
に
比
べ
協
会
運
営
補
助
が
約
400
万
円
増
額
と

　
　
な
っ
て
い
る
が
こ
の
要
因
は
？

A
．
大
き
な
要
因
と
し
て
、
全
国
の
書
店
で
扱
わ
れ
て

　
　
い
る
地
球
の
歩
き
方
（
世
界
旅
行
を
メ
イ
ン
と
し

　
　
た
観
光
ガ
イ
ド
本
）
の
上
富
良
野
版
を
観
光
パ
ン

　
　
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
制
作
す
る
た
め
予
算
を
計
上
し

　
　
て
い
る
。

Q
．
新
規
開
業
後
う
ま
く
経
営
が
い
か
な
い
お
店
も
見

　
　
ら
れ
る
が
、
補
助
を
し
た
あ
と
の
経
営
サ
ポ
ー
ト

　
　
の
よ
う
な
考
え
は
あ
る
か
？

A
．
補
助
側
と
し
て
３
年
間
営
業
を
し
っ
か
り
や
っ
て

　
　
い
る
か
の
追
跡
は
し
て
い
る
が
、
経
営
の
安
定
化

　
　
等
に
関
し
て
は
、
商
工
会
や
金
融
機
関
の
経
営
指

　
　
導
に
委
ね
て
い
る
。
今
後
も
金
融
機
関
、
商
工
会

　
　
の
役
割
に
町
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
繋
げ
て

　
　
い
き
た
い
。

７
款
　
商
工
費

４月６日にオープンした「KAMIHOTARU」
店主　小林　敏樹さん

まちの声

転勤から上富良野町に移住したことが
きっかけでこの町を好きになり、ずっ
とこの町で生活するためにと考えた結
果が店舗を経営することでした。資金
面については特に不安があったのでま
ちの補助金制度は金銭的にも精神的に
もとても助けになりました。ありがと
うございました！

Q
．
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
算
定
に
つ
い
て
、
こ
の

給
付
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
料
の
算
定
の
基
礎
に

も
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
令
和
６
年
度
か
ら
の
３

年
間
大
き
な
変
動
が
な
い
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
現
状
を
踏
ま
え
た
妥
当
な
金
額
な
の
か
。
ま
た
、

物
価
高
の
影
響
か
ら
も
加
入
者
の
方
々
が
大
変
な

負
担
を
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
基
金
や
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
を
活
用
し
な
が
ら
、
保
険
料
全

体
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
思

う
が
。

A
．
こ
れ
ま
で
の
３
か
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ

　
　
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
減
っ
て
い
る
。
コ
ロ

　
　
ナ
禍
前
の
平
均
的
な
利
用
給
付
、
給
付
額
等
を
換

　
　
算
し
て
い
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
さ
ら
な
る
繰
入

　
　
は
考
え
て
い
な
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計

Q
．
昨
年
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ス
タ
に
出
店
の
際
、
地

　
　
元
食
材
を
使
用
す
る
決
ま
り
が
あ
っ
た
が
、
も
っ

　
　
と
自
由
に
出
店
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

A
．
出
店
の
門
戸
が
広
げ
ら
れ
る
よ
う
運
営
委
員
会
の

　
　
方
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

夢の実現を後押し

A
．
１
階
の
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
展
示
室
を
さ
ら
に

　
　
充
実
さ
せ
、
展
示
に
重
点
を
置
く
。
ま
た
建
設
か

　
　
ら
46
年
経
過
し
て
い
る
た
め
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
　
も
修
繕
が
必
要
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
に
計
画
を

　
　
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
郷
土
館
は
十
勝
岳

　
　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

　
　
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら
臨
時
的
に
土
曜
日
曜
祝
日

　
　
に
開
館
し
て
い
る
。

Q
．
郷
土
館
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー

　
　
ク
の
拠
点
施
設
の
役
割
が
あ
る
が
、
今
後
の
整
備

　
　
に
つ
い
て
は
。

９
款
　
教
育
費
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Q
．�

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
中
、経
営
に
つ
い
て
も
色
々

と
課
題
も
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ハ
イ
ツ
の
あ
り
方
全
般
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
方

向
性
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

A
．
施
設
の
老
朽
化
以
外
に
も
色
々
な
課
題
が
あ
る
と

　
　
思
う
。
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
の
推
移
等
も

　
　
勘
案
し
な
が
ら
、
早
急
に
ま
と
め
て
決
め
て
い
き

　
　
た
い
。

Q
．
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
考

　
　
え
て
い
る
の
か
。

A
．
高
齢
者
の
数
や
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
方
が
急

　
　
激
に
減
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
う
え
で
、

　
　
町
と
し
て
施
設
を
ど
う
す
る
の
か
を
考
え
て
い
か

　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
施
設
も
老
朽
化
し
て
い
る

　
　
こ
と
か
ら
大
規
模
改
修
を
含
め
て
、
今
後
早
急
に

　
　
決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計

ー 

一
般
会
計 

ー

　
物
価
の
高
騰
は
町
民
の
暮
ら
し
や
経
済
な
ど
に
も
悪

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
国
の
勤
労
統
計
調
査
で
も
実
質
賃
金
が
物
価
高
騰
に

ま
だ
ま
だ
追
い
つ
い
て
い
な
い
、
か
け
離
れ
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。

　
い
ま
自
治
体
が
す
べ
き
こ
と
は
物
価
高
騰
な
ど
に
苦

し
ん
で
い
る
町
民
の
生
活
を
支
え
る
こ
と
で
あ
り
、
泥

流
地
帯
の
映
画
化
を
進
め
る
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

映
画
化
を
地
域
の
賑
わ
い
や
観
光
に
結
び
つ
け
た
い
と

述
べ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
一
過
性
の
映
画
化
よ

り
、
観
光
振
興
の
具
体
化
と
充
実
で
多
く
の
人
が
町
に

訪
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
し
て
地
域
経
済
の
底

上
げ
を
図
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
ま
た
、
移
住
定
住
の
充
実
、
協
力
隊
の
活
用
、
子
ど

も
の
医
療
費
無
料
化
は
評
価
で
き
る
が
、
保
育
関
係
の

費
用
負
担
軽
減
、
保
育
士
確
保
の
た
め
の
支
援
、
農
業

後
継
者
へ
の
支
援
策
の
充
実
、
職
員
の
人
員
確
保
等
、

ま
だ
ま
だ
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
政
策
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
行
政
が
優
先
す
べ
き
こ
と
は
映

画
製
作
で
は
な
く
、
町
民
に
寄
り
添
い
住
民
の
暮
ら
し

を
支
え
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会

計
予
算
に
反
対
と
す
る
。

反
　
対
　
　
　（
米
澤
議
員
）

　
一
般
会
計
の
予
算
に
関
し
て
は
、
か
ね
て
か
ら
議
会

か
ら
の
要
望
が
多
か
っ
た
「
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無

償
化
」「
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
料
金
の
均
一
化
」
な
ど
、

新
た
な
施
策
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
近
年
活

用
が
進
ん
で
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
新
た
な
る
採

用
な
ど
の
計
画
に
関
し
て
も
一
定
評
価
で
き
る
部
分
が

あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
行
政
課
題
と
い
う
の
は
、
終
わ

り
の
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
町
長
に
意
見
書
で
お
伝
え

し
た
内
容
等
を
含
め
、
現
状
の
計
画
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
時
流
の
変
化
等
に
対
応
し
、
今
後
さ
ら
な
る
住

民
生
活
の
向
上
を
目
指
し
た
行
政
運
営
を
、
令
和
６
年

度
も
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
一
般
会
計
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

賛
　
成
　
　
　（
小
林
議
員
）

 

討 

論
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４
日
間
に
渡
る
新
年
度
予
算
に
対
す
る
質
疑
の
後
、

２
分
科
会
に
分
か
れ
意
見
を
調
整
し
、
町
長
へ
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
意
見
書
へ
の
所
信
を
確
認
し

た
の
ち
、
委
員
長
を
除
く
12
名
の
委
員
で
新
年
度
の
予

算
案
に
対
し
て
賛
否
の
評
決
を
行
い
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

１
．
複
雑
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
、

　
幅
広
い
人
材
を
募
集
す
る
た
め
に
、
更
な
る
地
域

　
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
活
用
さ
れ
た
い
。

２
．
ジ
オ
パ
ー
ク
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度
再
認
　
　
　

　
定
に
向
け
、
拠
点
施
設
整
備
及
び
事
業
の
充
実
を

　
図
ら
れ
た
い
。

３
．
群
発
す
る
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災

　
資
機
材
更
新
の
準
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

【
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
事
業
特
別
会
計
】

１
．
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
健
全
経
営
に
務
め
る
と

　
と
も
に
将
来
計
画
策
定
に
早
期
着
手
さ
れ
た
い
。

意
見
書

ー 

介
護
保
険
特
別
会
計 

ー

　
介
護
保
険
料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
令
和
６
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
標
準
給
付
費
見
込

額
及
び
地
域
支
援
事
業
費
見
込
額
等
を
差
し
引
い
た
額

が
保
険
料
収
納
必
要
額
と
な
り
、
保
険
料
基
準
額
（
月

額
）
が
、
本
来
５
千
597
円
と
な
る
と
こ
ろ
を
、
介
護
保

険
特
別
会
計
基
金
を
２
千
万
円
取
り
崩
し
、
保
険
料
の

低
減
に
取
り
組
み
５
千
400
円
と
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
今
回
提
案
さ
れ
た
介
護
保
険
料
基
準
額
（
月
額
）

５
千
400
円
は
、
他
市
町
村
等
と
比
較
し
て
も
妥
当
な
金

額
で
あ
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
基
金
残
高
の
５
千
万
円
か
ら
、
今
計

画
で
２
千
万
円
の
基
金
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
、

更
な
る
取
り
崩
し
を
行
い
介
護
保
険
料
の
低
減
を
図
る

と
い
う
考
え
も
理
解
で
き
な
く
は
な
い
が
、
今
後
３
年

間
の
計
画
期
間
内
に
お
い
て
、
伸
び
て
い
く
で
あ
ろ
う

給
付
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
備
え
る
必
要
と
、

第
２
号
被
保
険
者
の
減
少
等
に
よ
る
収
入
減
が
見
込
ま

れ
る
中
に
お
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
の
安
定
運
営
を

図
る
た
め
、
基
金
残
高
の
３
千
万
円
は
保
持
し
た
い
と

の
考
え
の
も
と
で
今
期
の
介
護
保
険
料
を
算
出
し
て
い

る
こ
と
に
対
し
て
も
、
概
ね
理
解
で
き
る
も
の
と
考
え

る
こ
と
か
ら
、介
護
保
険
特
別
会
計
予
算
に
賛
成
と
す
る
。

賛
　
成
　
　（
荒
生
議
員
）

反
　
対
　
　（
米
澤
議
員
）

 

討 

論

討論の詳細は
こちら👇

ほ
か
、
島
田
議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
料
は
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
ご
と
に
引

き
上
げ
ら
れ
、
被
保
険
者
の
負
担
は
所
得
に
応
じ
て
と

な
っ
て
い
る
が
、
利
用
料
な
ど
の
負
担
、
物
価
高
騰
に

よ
る
負
担
な
ど
を
考
え
れ
ば
限
界
を
超
え
て
い
る
。
町

民
の
限
度
を
超
え
た
介
護
保
険
料
の
負
担
で
賄
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
容
認
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
財
調
の

取
り
崩
し
な
ど
を
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を

行
う
な
ど
保
険
料
の
据
え
置
き
を
行
い
、
歳
入
構
成
の

見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
問
題
は
、

国
の
公
費
負
担
の
引
き
上
げ
を
行
わ
れ
な
け
れ
ば
保
険

者
と
被
保
険
者
へ
の
負
担
は
今
後
も
限
り
な
く
行
わ
れ
、

根
本
的
な
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
誰
も
が
加
齢
に
伴
っ
て
生
ず
る

心
身
の
変
化
に
よ
り
要
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、

安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
社
会
保
障
制
度
で
あ

る
。
し
か
し
現
状
は
、度
重
な
る
制
度
の
改
悪
が
行
わ
れ
、

入
所
施
設
に
よ
り
給
食
費
や
居
室
利
用
に
お
い
て
は
負

担
が
求
め
ら
れ
、
利
用
料
に
お
い
て
も
所
得
に
応
じ
て

負
担
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
安
心
し
て
介

護
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
安
心
し
て
介
護
が

受
け
ら
れ
る
制
度
充
実
を
求
め
、
介
護
保
険
特
別
会
計

に
反
対
す
る
。

ほ
か
、
林
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
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議会 Pickup

定
例
会
・
臨
時
会
の
概
要

　
町
議
会
で
は
、
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
26
日
、
第
１
回
定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
15
日
、

予
算
特
別
委
員
会
が
３
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
臨
時
会
は
、
補
正
予
算
の
議
案
が
中
心
と
な
り
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
定
例
会
や
予
算
特
別
委
員
会
は
、
10
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
令
和
６
年
度
予

算
及
び
町
の
条
例
の
一
部
改
正
、
基
金
の
一
部
支
消
に
つ
い
て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
定
例
会
の
最
終
日
に
一
般
会
計
予
算
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
、
意
見
書
や
補
正
予
算
、
条
例
改
正
等
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
定
例
会

　
令
和
６
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会
が

２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
連
合
長
か
ら
行
政
執
行
方
針

が
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
補
正
予
算
及
び
新
年
度
予
算
、

条
例
の
改
正
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
そ

れ
ぞ
れ
25
億
942
万
円
（
前
年
度
比
１
億
４
千
519
万
５
千

円
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

定例会 臨時会

　
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
主

な
議
案
は
、

・
こ
ど
も
、
子
育
て
支
援
事

業
、
物
価
高
騰
に
対
し
、
約

800
万
円
、
大
雪
対
策
に
伴
う

除
排
雪
に
約
７
千
400
万
円
、

資
材
高
騰
に
よ
る
町
立
病
院

建
て
替
え
の
予
算
約
６
億
円

の
補
正
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル
上
屋
シ
ー
ト
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
配
膳
備

品
の
取
得
の
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

・
北
24
号
道
路
改
良
舗
装
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
直

近
３
か
月
の
行
政
報
告
、
各

会
計
の
補
正
予
算
、
９
件
の

条
例
改
正
、
令
和
６
年
度
予

算
の
概
要
説
明
、
町
長
と
教

育
長
に
よ
る
執
行
方
針
な
ど
、

多
く
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

　
行
政
報
告
で
は
、
十
勝
岳

噴
火
総
合
防
災
訓
練
に
つ
い

て
、
自
衛
隊
・
基
地
対
策
関

係
、
冬
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
状
況
、
一
般
廃
棄
物
処

理
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
状
況
や
令
和
６
年
二
十
歳

の
集
い
な
ど
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
関
し
て
は
、

一
般
会
計
及
び
５
つ
の
特
別

会
計
・
２
つ
の
企
業
会
計
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
、
中
で
も

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
の
収
支

不
足
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
上
富
良
野
小

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
伴

う
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
は
、
議
員
派
遣
結
果

報
告
（
富
良
野
沿
線
市
町
村

議
会
と
議
会
懇
談
会
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

条
　
例

　
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
上
程
さ
れ
た
９
件
の
条
例
の
一

部
改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
料
が
５
千
200

円
か
ら
５
千
400
円
に
改
正
、
医
療
費
の
助
成
が
高
校
生
ま
で

に
な
っ
た
こ
と
が
主
な
内
容
と
な
り
ま
す
。

村上　登さん

まちの声

少子高齢化を迎え、若年世代に
対する医療費の助成について
非常に良いことと思われます。
これからも議会において、色々
な案件について審議されるこ
とをお願いいたします。



 かみふらの議会だより第 122 号⓭

一般質問

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
10 名の議員が町政を問う10名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどから、町政全般
にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

小林　啓太 議員 湯川　千悦子 議員

米澤　義英 議員 佐藤　大輔 議員

島田　政志 議員

①　町営住宅について

②　旧教員住宅について

井村　悦丈 議員

荒生　博一 議員

茶谷　朋弘 議員

①　上富良野町における受動喫
　　煙対策について
②　町のホームページとSNS
　　の運用について

金子　益三 議員

林　　敬永 議員

①　上富良野町第９期高齢者保健　　　　
　　福祉計画・介護保険事業計画　　
　　書の策定について
②　第３次上富良野町商工業振興
　　計画の策定について

※一般質問のページは質問議員本人により編集されています。

①　町民の防災対策への対応に　
　　ついて
②　夏のイベントのあり方につ
　　いて

①　ラベンダーフェスタ及びライ
　　トアップイベントについて

①　高齢ドライバーの事故防止に
　　ついて
②　帯状疱疹のワクチン接種の補
　　助について

①　ジオパークを活かした十勝岳　　　　
　　観光の取り組みについて
②　上富良野町役場機構改革の進
　　捗について
③　旅費規程について

①　観光振興について
②　定住移住政策について
③　観光と定住移住に係る事業
　　展開について

①　防災対策について
②　農業行政について
③　人口減少対策について
④　パートナーシップ制度に
      ついて
⑤　町立病院について

①　上富良野町「ゼロカーボン
      シティ」宣言について
②　防災対策について
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防災

防
災
士
と
は
︙
「
自
助
・
共
助
・
協
働
」
を
原
則

と
し
て
、
社
会
の
様
々
な
場
で
防
災
力
が
期
待
さ

れ
、
そ
の
た
め
の
十
分
な
知
識
・
技
能
を
修
得
し

た
こ
と
を
日
本
防
災
士
機
構
が
認
証
し
た
資
格
で
、

年
齢
・
性
別
・
学
歴
等
の
制
限
は
な
く
、
誰
で
も

取
得
で
き
る
。

町民の防災対策への対応は
町長－住民に対し防災意識高揚を図っていく

今年も暑い夏になり
そう ! 楽しいイベン
トを期待したい !

し
て
配
置
し
た
。
住
民
の
防

災
意
識
高
揚
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
執
ら
れ
る
の

か
。

斉
藤
町
長
　
毎
年
各
自
主
防

災
組
織
の
防
災
士
を
対
象
と

し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

の
実
施
、
出
前
講
座
の
実
施

な
ど
で
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
避
難
生
活
が
長

期
化
し
た
場
合
、
過
去
の
震

災
に
お
い
て
性
的
被
害
や
金

品
の
強
奪
な
ど
が
行
わ
れ
る

実
態
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る

が
。

斉
藤
町
長
　
大
規
模
災
害
発

生
の
際
は
避
難
所
を
開
設
し
、

避
難
者
の
身
体
と
生
命
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

る
。

湯
川
議
員
　
十
勝
岳
防
災
訓

練
は
、
毎
年
２
月
に
行
わ
れ
、

一
般
職
員
も
緊
急
時
に
対
応

出
来
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、

有
事
に
備
え
る
こ
と
が
肝
要

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

斉
藤
町
長
　
一
般
行
政
職
を

対
象
に
自
主
防
災
組
織
と
協

働
に
よ
り
、
な
る
べ
く
訓
練

を
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
若

い
職
員
に
順
次
参
加
さ
せ
て

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

湯
川
議
員
　
能
登
半
島
地
震

以
来
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
で

も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

担
当
職
員
の
混
乱
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
。

斉
藤
町
長
　
可
能
な
限
り
で

き
る
よ
う
な
方
策
を
今
後
研

究
、
検
討
し
て
い
く
。

湯
川
議
員
　
町
は
他
の
自
治

体
に
先
ん
じ
て
、
住
民
会
に

防
災
士
養
成
に
補
助
金
を
出

湯川 千悦子  議員

湯
川
議
員
　
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
、
町
中
へ
の
入
り
込

み
や
消
費
な
ど
は
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
対
応
し
て
い
る

の
か
。

斉
藤
町
長
　
費
用
対
効
果
と

し
て
の
町
全
体
の
具
体
的
な

経
済
効
果
の
測
定
に
は
至
っ

て
な
い
が
今
年
度
総
来
客
者

数
が
４
万
人
と
コ
ロ
ナ
禍
前

を
大
き
く
上
回
る
入
り
込
み

と
な
っ
た
。
今
後
、
居
住
地

や
年
代
等
来
場
者
の
属
性
を

含
め
た
測
定
、
検
証
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
く
。

湯
川
議
員
　
過
去
の
ラ
ベ
ン

ダ
ー
祭
り
や
花
と
炎
の
四
季

彩
祭
り
で
は
町
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
地
元
住
民
の
憩
い
の

場
で
も
あ
っ
た
。
今
後
の
対

夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方

を
考
え
て
い
る
か
。

応
は
。

斉
藤
町
長
　
観
光
誘
客
や
住

民
満
足
度
向
上
に
向
け
、
地

域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

在
り
方
を
模
索
し
て
い
る
段

階
で
あ
る
。

湯
川
議
員
　
今
年
度
の
花
火

の
あ
げ
方
に
つ
い
て
も
住
民

の
皆
様
か
ら
多
数
ご
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。
町
民
に
喜
ば

れ
る
よ
う
な
時
期
や
場
所
の

検
討
は
さ
れ
る
か
。

斉
藤
町
長
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
重
な
る
と
、

付
近
の
渋
滞
な
ど
、
色
々
問

題
が
あ
る
。
時
期
や
場
所
に

つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
。

昨年度末に全戸配布された防災ガイドブック
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イベント

イ
ベ
ン
ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
は
︙
企
画
か
ら
開
催
ま

で
イ
ベ
ン
ト
を
管
理
し
、
会
場
設
営
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
制
作
物
、
音
響
や
美
術
効
果
、
宣

伝
や
P
R
に
至
る
ま
で
、総
合
的
に
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
す
る
専
門
家
。

ラベンダーフェスタの将来像は

ラベンダーフェス
タは伸びしろしか
ない。行政ではな
く町民主体で盛り
上げる体制に移行
することも視野に
入れて欲しいが…

フ
ェ
ス
タ
を
軸
と
し
て
、
桜

並
木
や
紅
葉
な
ど
、
四
季

折
々
の
上
富
良
野
を
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
で
彩
る
新
た
な
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
展
開
す
る
考
え
は

な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
こ
こ
数
年
で
紅

葉
や
桜
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
が
、

経
済
効
果
、
駐
車
場
、
観
光

客
の
取
り
込
み
方
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

佐
藤
議
員
　
第
６
次
総
合
計

画
（
後
期
）
に
は
令
和
10
年

に
観
光
客
入
込
数
75
万
人
を

目
指
す
と
あ
る
が
具
体
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

斉
藤
町
長
　
も
ち
ろ
ん
人
数

も
大
切
だ
が
経
済
効
果
も
重

要
視
し
た
い
。
町
内
の
経
済

団
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

済
団
体
等
と
力
を
合
わ
せ
て

開
催
し
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン

ト
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
任
せ
た
場

合
、
町
内
事
業
者
と
の
関
わ

り
が
ど
う
な
る
か
調
査
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

然
予
算
も
か
か
る
が
、
反
面

ス
ポ
ン
サ
ー
を
探
し
て
く
れ

る
の
で
今
後
検
討
し
た
い
。

佐
藤
議
員
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ス
タ
に
訪
れ
る
観
光
客

の
お
も
て
な
し
と
安
全
対
策

の
観
点
か
ら
も
、
日
の
出
公

園
駐
車
場
入
口
か
ら
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
交
差
点
に
歩
道
や

路
側
帯
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長
　
歩
道
整
備
の
必

要
な
路
線
だ
と
認
識
し
て
い

る
が
、
関
係
機
関
と
の
協
議

や
用
地
及
び
補
償
等
の
課
題

も
あ
り
、
極
め
て
難
し
い
路

線
で
あ
る
。

佐
藤
議
員
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー

佐
藤
議
員
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ス
タ
は
コ
ロ
ナ
禍
で
暫

定
的
に
開
催
さ
れ
今
に
至
る
。

今
後
も
町
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
継
続
し
て
い
く
の
か
。

斉
藤
町
長
　
こ
れ
ま
で
３
回

開
催
し
た
が
反
響
も
大
き
い
。

今
後
も
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
開
催
し
て
い
く
。

佐
藤
議
員
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ス
タ
は
四
季
彩
祭
り
の

後
継
イ
ベ
ン
ト
だ
と
い
う
事

実
を
知
ら
な
い
町
民
が
多
い
。

事
あ
る
ご
と
に
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
町
民
に
定
着
す

る
よ
う
Ｐ
Ｒ
す
る
。
昼
間
の

イ
ベ
ン
ト
や
運
営
方
法
に
関

し
て
も
調
査
研
究
を
行
う
。

町
民
の
認
知
度
が
上
が
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

佐
藤
議
員
　
例
え
ば
「
町
民

限
定
の
日
」
を
設
け
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
を
体
感
し
な
が
ら

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
取
り
組

み
で
町
民
に
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
認
知
度
を
上
げ
て
み
て

は
ど
う
か
。

斉
藤
町
長
　
な
か
な
か
素
晴

ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
。

そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
な
が

ら
意
見
を
聞
い
て
、
現
状
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
町
民
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

佐
藤
議
員
　
イ
ベ
ン
ト
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
業
務
を
委
託
す
る

こ
と
で
行
政
の
弱
点
を
補
っ

て
く
れ
る
と
思
う
。
行
政
、

商
工
会
、
観
光
協
会
の
特
性

を
十
分
に
活
か
す
こ
と
も
可

能
に
な
り
、
結
果
イ
ベ
ン
ト

の
質
が
上
が
る
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
現
在
、
町
内
経

佐藤　大輔　議員

町長－まずは町民に定着するよう努力する

昨年は４年ぶりにステージイベントが開催された
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事故
防止

予
防
接
種
に
は
、
法
律
に
基
づ
い
て
市
区
町
村
が

主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
定
期
接
種
と
、
希
望
者

が
各
自
で
受
け
る
任
意
接
種
が
あ
る
。
接
種
費
用

は
定
期
接
種
は
公
費
、
任
意
接
種
は
自
己
負
担
と

な
る
。

高齢ドライバーの事故防止策は
町長－装置の購入に関して町独自の補助は考えていない

生活には自動車が欠
かせない。誰が事故
を起こすか分からな
い。他人事ではなく、
自分事として向き合
うことが大切だと思
う。

歩
行
者
の
安
全
を
守
り
、
高

齢
者
が
安
全
に
運
転
を
継
続

し
て
頂
け
る
よ
う
、
ペ
ダ
ル

踏
み
間
違
い
急
発
進
抑
制
装

置
の
購
入
及
び
設
置
費
の
補

助
を
わ
が
町
で
も
行
っ
て
は

ど
う
か
。

斉
藤
町
長
　
国
産
車
、
輸
入

車
に
つ
い
て
も
２
０
２
６

（
令
和
８
）
年
７
月
か
ら
義

井
村
議
員

年
々
増
加
傾
向

に
あ
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
四
輪
車
の
ブ
レ
ー
キ
・

ア
ク
セ
ル
の
踏
み
間
違
い
に

よ
る
急
発
進
事
故
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。
年
齢
別
に
事
故

割
合
を
み
る
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
う
ち
、

特
に
75
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
の
割
合
が
高
く
、
そ

の
傾
向
は
10
年
前
と
変
わ
ら

ず
、
加
齢
の
影
響
が
運
転
能

力
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
高
齢
ド
ラ

イ
バ
ー
に
特
徴
的
な
事
故
形

態
の
一
つ
と
言
え
る
。
運
転

免
許
証
を
保
有
す
る
高
齢
者

は
、
こ
の
10
年
間
で
約
２
倍

に
増
え
、
今
後
も
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
100
％
防

げ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
衝

突
防
止
ま
た
は
被
害
軽
減
、

井村　悦丈　議員

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
補
助
に
つ
い
て

井
村
議
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移

行
し
、
10
か
月
が
経
過
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
特
例
接

種
も
令
和
６
年
３
月
ま
で
無

料
で
受
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

の
日
常
が
戻
り
つ
つ
あ
る

中
、
最
近
は
病
院
内
で
も
目

に
し
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
よ
く

帯
状
疱
疹
と
い
う
言
葉
を
よ

く
聞
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に

は
、
生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
か
な
り

高
額
な
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

か
か
る
費
用
の
助
成
を
と
の

声
も
多
く
聞
く
。

　
健
康
で
健
や
か
な
生
活
を

送
る
こ
と
は
、
年
齢
を
重
ね

て
か
ら
特
に
大
切
な
こ
と
だ

と
考
え
る
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
現
在
、
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
は
、
厚
生
科
学

審
議
会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ

ン
分
科
会
に
お
い
て
定
期
接

種
化
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
伝
染
し
集
団
に
蔓
延

し
な
い
こ
と
、
他
の
任
意
接

種
と
の
整
合
性
か
ら
現
時
点

で
は
費
用
助
成
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
も
国
の
動
向

等
に
注
視
し
、
必
要
な
情
報

に
つ
い
て
は
町
民
に
対
し
周

知
す
る
と
と
も
に
、
他
の
自

治
体
で
の
接
種
助
成
の
状
況

を
情
報
収
集
し
、
費
用
の
助

成
を
含
め
今
後
も
研
究
し
て

い
く
。

務
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
装
置

の
購
入
に
対
し
て
町
独
自
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
考
え

て
い
な
い
。

ペダル踏み間違い急発進抑制装置
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ジオ

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
︙
大
地
を
意
味
す
る
ジ
オ
と
公

園
を
意
味
す
る
パ
ー
ク
を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、

環
境
保
全
や
教
育
活
動
、
地
域
を
元
気
に
す
る
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ジオパークを活用して十勝岳を有名に

十勝岳ジオパーク
をもっと身近な物
として活用して、
上富良野町が盛り
上がっていくとい
いですね。

プ
リ
ー
ダ
ー
の
選
任
に
適
切

な
編
成
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

協
働
・
協
業
・
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
取
れ
て
い
な
い
。
意
思

決
定
の
迅
速
さ
に
よ
る
明
確

な
効
果
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

事
務
事
業
の
分
担
・
責
任
の

明
確
さ
に
欠
け
る
。
流
動
的

な
組
織
運
営
に
つ
い
て
、
特

に
主
査
以
下
の
職
員
の
間
で

流
動
的
と
感
じ
る
人
が
少
な

い
な
ど
、
多
く
が
制
度
的
な

要
因
で
は
な
く
、
属
人
的
な

要
因
に
よ
る
問
題
点
と
し
て

指
摘
さ
れ
た
。

　
職
員
の
人
員
確
保
は
も
と

よ
り
、
採
用
後
の
人
材
育

成
・
人
員
配
置
が
重
要
と
認

識
し
た
。

金
子
議
員
　
属
人
化
を
標
準

化
に
改
め
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。

金
子
議
員
　
現
在
の
ス
タ
ッ

フ
制
に
基
づ
き
検
証
を
行
い
、

運
用
を
さ
ら
に
改
良
す
べ
く

改
変
さ
せ
た
い
と
の
意
向
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
う

な
っ
た
か
。

斉
藤
町
長
　
今
後
の
定
年
延

長
職
員
と
再
任
用
職
員
は
、

そ
の
経
験
や
職
責
に
違
い
は

な
い
が
、
主
事
発
令
の
み
で

は
な
く
、
中
堅
層
等
に
配
置

す
る
運
用
も
検
討
す
る
こ
と
。

ス
タ
ッ
フ
制
に
つ
い
て
は
、

現
行
ど
お
り
と
し
、
総
括
主

幹
・
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
制

度
は
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

を
廃
止
し
、
新
た
に
、
必
要

に
応
じ
て
副
主
幹
等
を
、
行

政
組
織
規
則
に
規
定
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
ま

た
、
チ
ー
ム
編
成
と
グ
ル
ー

役
場
組
織
機
構
改
革
の
進

捗
は
ど
う
な
っ
た
か

金
子
議
員

一
昨
年
認
定
を

受
け
た
十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク

の
活
用
で
ま
ち
を
元
気
に
し

て
い
く
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
令
和
７
年
に
予

定
さ
れ
て
い
る
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
の
開
催
地

誘
致
に
向
け
て
美
瑛
町
と
協

議
を
進
め
て
い
る
。

金
子
議
員
　
郷
土
館
に
あ
る

拠
点
施
設
の
充
実
を
図
る
必

要
が
あ
る
が
対
応
は
。

斉
藤
町
長
　
今
年
度
は
よ
り

分
か
り
や
す
い
解
説
と
展
示

物
の
作
成
、
床
面
へ
の
大
縮

尺
地
図
の
設
置
、
顕
微
鏡
や

岩
石
試
料
な
ど
手
に
取
っ
て

観
察
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
な
ど
、
新
た
な
展
示

物
を
教
育
委
員
会
と
連
携
し

て
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

金
子
議
員
　
十
勝
岳
温
泉
エ

リ
ア
の
振
興
と
し
て
、
ガ
イ

ド
小
屋
等
設
置
や
民
間
と
の

協
働
に
よ
る
観
光
振
興
へ
の

支
援
は
。

斉
藤
町
長
　
十
勝
岳
温
泉
エ

リ
ア
は
国
立
公
園
内
に
あ
り
、

新
た
な
施
設
の
建
設
は
困
難

で
あ
る
。
観
光
振
興
促
進
の

事
業
と
し
て
、
ジ
オ
パ
ー
ク

ガ
イ
ド
と
の
連
携
に
よ
り
十

勝
岳
温
泉
や
ヌ
ッ
カ
ク
シ
火

口
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
を
開
催
、

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ
ベ
ル

の
受
入
れ
や
旅
行
代
理
店
と

の
連
携
、
教
育
旅
行
の
受
入

れ
の
促
進
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。

令和４年１月認定を受けた十勝岳ジオパーク金子　益三　議員

町長－全国大会誘致に向けて取り組む
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商工業

介
護
保
険
料
は
、
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
介
護
保

険
事
業
計
画
を
元
に
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
は
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
が
介
護
保
険

法
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

第3次商工業振興計画の重点は
町長－前計画の課題を解決する内容

少子高齢化社会にお
いて導かれることは、
地域経済の縮小。町
の商工業振興に力を
入れないと町が衰退
する。

め
、
令
和
10
年
度
ま
で
の
５

か
年
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
計
画
と
し
て
ま
と
め
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

て
き
た
新
規
開
業
、
特
産
品

開
発
の
補
助
事
業
を
は
じ
め
、

商
工
業
者
持
続
化
補
助
、
中

小
企
業
融
資
金
利
等
補
給
事

業
や
商
工
業
振
興
補
助
と
し

て
上
富
良
野
町
商
工
会
の
運

営
補
助
な
ど
を
継
続
し
て
行

い
、
当
町
の
商
工
業
の
振
興

を
図
る
よ
う
新
年
度
予
算
に

計
上
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

林
議
員
　
商
工
業
等
の
取
り

巻
く
環
境
が
、
少
子
高
齢
化

の
著
し
い
進
展
や
経
済
活
動

の
技
術
革
新
な
ど
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
動
し
、
価
値
観

や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

に
よ
り
日
々
生
活
ス
タ
イ
ル

の
変
化
も
進
ん
で
い
る
。
第

３
次
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

本
町
の
基
盤
と
な
る
産
業
推

進
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

斉
藤
町
長
　
第
３
次
計
画
に

お
い
て
は
、
大
き
く
３
つ
に

区
分
し
基
本
方
針
を
定
め

た
。
１
点
目
と
し
て
「
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
対
応
」、
２
点

目
と
し
て
「
町
外
の
方
の
購

買
力
の
取
り
組
み
」、
３
点

目
と
し
て
「
創
造
性
豊
か
な

も
の
づ
く
り
の
推
進
」
と
し
、

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
基
本
方
針

に
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
を
定

林　　敬永　議員

林
議
員
　
第
９
期
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
中
だ
が
、
こ

の
計
画
の
中
で
、
今
後
３
年

間
の
介
護
保
険
料
基
準
額

（
月
額
）
な
ど
が
示
さ
れ
る

が
、
計
画
策
定
に
あ
た
り
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。

斉
藤
町
長
　
第
９
期
計
画
は
、

介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の

総
合
的
な
推
進
、
認
知
症
施

策
の
推
進
、
介
護
人
材
の
確

保
と
生
産
性
の
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
強
化
と
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
の

安
定
的
な
運
営
を
推
進
す
る

た
め
、
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
の
見
直
し
を
行

う
。
試
算
に
あ
た
っ
て
は
、

当
町
に
お
け
る
高
齢
者
人
口

の
見
通
し
や
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
数
の
見
通
し
、
次

に
保
険
給
付
費
等
を
見
込
み

３
年
間
の
合
計
額
か
ら
第
１

号
被
保
険
者
負
担
分
の
23
％

を
算
出
し
、
さ
ら
に
調
整
交

付
金
影
響
額
を
差
し
引
い
て

介
護
保
険
料
を
算
出
し
て
い

る
。
第
９
期
に
お
い
て
は
、

介
護
保
険
事
業
基
金
が
あ
る

た
め
、
基
金
を
支
消
す
る
な

ど
様
々
な
検
討
を
し
た
結

果
、
こ
の
３
年
間
で
基
金
を

２
千
万
円
支
消
す
る
こ
と
で

保
険
料
の
軽
減
と
介
護
保
険

会
計
の
健
全
運
営
が
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
推
察
し
て
介

護
保
険
料
案
を
決
定
し
、
条

例
改
正
を
上
程
す
る
に
至
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

上
富
良
野
町
第
９
期
高
齢
者
保

険
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
策
定
に
つ
い
て

第３次商工業振興計画
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観光
移住

近
年
富
良
野
地
域
で
は
小
規
模
な
宿
泊
施
設
や
、

空
室
や
空
き
家
を
活
用
し
た
民
泊
施
設
が
急
増
し

て
い
る
。
直
近
３
年
で
営
業
を
開
始
し
た
民
泊
施

設
は
上
富
良
野
町
が
４
件
な
の
に
対
し
、
富
良
野

市
で
46
件
、
美
瑛
町
で
は
33
件
。

シーズンステイ住宅の移住実績は

宿泊施設の空き部屋
を生活体験の住処と
して使える仕組みが
あれば、移住政策に
もなって観光振興に
も繋がると思ったの
だが…

そ
こ
で
、
上
富
良
野
町
で
の

中
長
期
の
生
活
体
験
の
場
と

し
て
、
冬
期
間
な
ど
空
い
て

い
る
宿
泊
施
設
を
活
用
す
る

こ
と
は
事
業
者
と
利
用
者
の

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
事
業
者
と
利
用

者
で
価
格
の
折
り
合
い
が
課

題
で
あ
る
。

小
林
議
員
　
そ
の
点
は
当
事

者
間
の
問
題
で
あ
り
行
政
が

心
配
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

現
状
実
績
の
な
い
シ
ー
ズ
ン

ス
テ
イ
住
宅
の
代
替
案
が
な

い
の
で
あ
れ
ば
最
初
の
一
歩

で
も
踏
み
出
し
て
は
ど
う

か
。

斉
藤
町
長
　
冬
期
間
で
あ
れ

ば
ま
ず
は
ス
キ
ー
客
に
泊
っ

て
も
ら
え
る
方
策
が
第
一
で

あ
り
、
空
室
を
町
で
埋
め
る

と
い
う
こ
と
は
難
し
い
。

と
と
ビ
ジ
ネ
ス
で
解
決
す
べ

き
こ
と
の
線
引
き
は
難
し
い
。

不
公
平
感
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

小
林
議
員
　
例
え
ば
複
数
の

宿
泊
事
業
者
な
ど
が
組
織
し

て
、
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決

に
あ
た
る
際
な
ど
に
町
が

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
は

互
い
の
利
益
に
も
つ
な
が
る

と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
ま
さ
に
そ
う
い

う
こ
と
に
関
し
て
は
行
政
と

し
て
も
力
添
え
を
し
て
町
と

し
て
の
経
済
効
果
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
は

一
致
し
て
い
る
。

小
林
議
員
　
現
状
観
光
業
は

夏
以
外
に
課
題
が
あ
る
。
一

方
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
事

業
は
現
状
で
は
移
住
実
績
も

な
く
、
期
間
も
最
低
１
か
月

と
使
い
づ
ら
い
印
象
が
あ
る
。

小
林
議
員

以
前
の
旧
教
員

住
宅
を
活
用
し
た
お
試
し
暮

ら
し
か
ら
、
現
在
の
シ
ー
ズ

ン
ス
テ
イ
住
宅
に
な
っ
た
経

緯
は
。

斉
藤
町
長
　
旧
教
員
住
宅
の

老
朽
化
に
よ
り
お
試
し
暮
ら

し
を
終
了
し
、
令
和
２
年
よ

り
シ
ー
ズ
ン
ス
テ
イ
住
宅
事

業
と
し
て
民
間
共
同
住
宅
の

３
戸
で
実
施
し
て
い
る
。

小
林
議
員
　
シ
ー
ズ
ン
ス
テ

イ
住
宅
か
ら
の
移
住
実
績
が

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
実
績
が
な
く
て

も
上
富
良
野
に
来
て
生
活
を

体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
効
果
は
あ
り
、
あ
る
程

度
の
期
間
続
け
た
方
が
い
い

と
考
え
る
。

小
林
議
員
　
移
住
政
策
と
し

て
の
効
果
と
し
て
は
限
定
的

で
あ
り
、
継
続
に
は
疑
問
が

あ
る
が
、
何
か
他
の
案
な
ど

も
あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
他
の
案
が
特
に

な
い
の
で
続
け
て
い
る
と
い

う
面
も
あ
り
、
よ
い
案
が
あ

れ
ば
修
正
を
加
え
る
こ
と
も

否
定
は
し
な
い
が
、
長
期
間

で
来
て
も
ら
う
こ
と
は
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

小
林
議
員
　
上
富
良
野
町
は

冬
季
の
集
客
に
課
題
が
あ
る

が
、
近
年
増
加
傾
向
の
ス

キ
ー
を
楽
し
み
に
来
る
訪
日

旅
行
者
と
の
相
性
は
極
め
て

い
い
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ

で
移
動
の
し
や
す
さ
な
ど
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
。

斉
藤
町
長
　
公
共
が
す
る
こ

小林　啓太　議員

町長－現在までに移住実績はない

町内のお店で焼肉を楽しむインバウンドのスキー客たち
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一般
質問

介護

介
護
医
療
院
と
は
︙
長
期
的
な
医
療
と
介
護
の

ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
つ
高
齢
者
を
対
象
と
す
る
施
設

で
、
要
介
護
者
に
対
し
、
同
一
施
設
内
で
医
療
と

介
護
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

介護職員を正職員として雇用を
町長－雇用形態を検討したい

請
す
る
。

　
介
護
医
療
院
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
介
護
に

関
す
る
資
格
の
取
得
費
の
助

成
や
改
善
手
当
の
支
給
な
ど
、

処
遇
の
見
直
し
を
行
っ
て
き

た
。
正
規
職
員
で
の
雇
用
と

な
れ
ば
、
人
件
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
病

院
事
業
の
経
営
を
見
極
め
、

雇
用
形
態
を
検
討
し
た
い
。

米
澤
議
員
　
町
立
病
院
は
、

令
和
７
年
６
月
か
ら
新
体
制

で
運
営
さ
れ
る
。
そ
の
基
本

理
念
・
基
本
方
針
は
地
域
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を

職
員
と
一
体
と
な
り
、
安
全

で
良
質
な
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
と
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
士
の

確
保
と
充
実
が
必
要
と
考
え

る
。
現
在
、
介
護
職
員
は
非

正
規
職
員
だ
が
、
正
規
職
員

と
し
て
雇
用
す
べ
き
で
は
。

斉
藤
町
長
　
町
立
病
院
の
常

勤
医
師
及
び
宿
日
直
、
専
門

外
来
の
出
張
医
に
つ
い
て
は
、

旭
川
医
大
の
各
医
局
か
ら
派

遣
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

今
後
の
確
約
は
さ
れ
て
い
な

い
。
引
き
続
き
、
医
局
と
良

好
な
関
係
を
保
ち
、
医
師
の

派
遣
を
い
た
だ
け
る
よ
う
要

米澤　義英　議員

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

の
導
入
を

米
澤
議
員
　
性
的
少
数
者
の

パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
自
治
体

が
認
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
導
入
す
る
市
町
村

が
391
自
治
体
に
広
が
っ
て
い

る
。
近
隣
市
町
村
で
は
、
旭

川
市
、
美
瑛
町
、
東
川
町
、

鷹
栖
町
、
愛
別
町
で
始
ま
っ

て
い
る
。
以
前
に
も
質
問
を

し
た
が
、
明
確
な
答
弁
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

町
長
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、

今
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
国
内
で
は
、
大

都
市
を
中
心
に
要
綱
等
に
よ

る
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
が
導
入

さ
れ
て
い
る
。
近
隣
市
町
村

で
は
、
旭
川
市
と
上
川
中
部

８
町
が
連
携
し
、
パ
ー
ト

一般病棟と介護医療院が併設されている上富良野町立病院

ナ
ー
制
度
の
導
入
を
発
表

し
、
上
川
町
以
外
、
１
月

16
日
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。
現
状
で
は
、
窓
口
等
で

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

や
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
状

況
に
な
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
国
の
制
度
に
注
視
す
る

と
と
も
に
、
富
良
野
沿
線
市

町
村
と
も
取
組
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
等
、
そ
れ
ら
に

つ
い
て
相
談
が
あ
っ
た
場
合

は
、
ち
ゃ
ん
と
対
応
す
る
よ

う
に
努
め
る
。
そ
れ
は
そ
れ

で
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か

と
考
え
て
い
る
。

入所者のケア体制の
充実のためにも、介
護医療院の非正規職
員の待遇改善と正規
雇用の転換が必要で
す。



かみふらの議会だより第 122 号

一般質問

公営
住宅

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
と
は
︙
公
営
住
宅
等

の
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
を
長
期
に
わ
た
っ
て
確

保
す
る
た
め
の
計
画
。
点
検
の
強
化
や
早
期
の
管

理
・
修
繕
を
通
じ
て
更
新
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
長

寿
命
化
を
促
進
す
る
。

町営住宅の管理体制は

狐やアライグマの巣に
ならないように、美化・
環境にも配慮が必要で
は？

斉
藤
町
長
　
体
制
に
つ
い
て

は
、
発
生
す
る
災
害
に
よ
り

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た

対
応
を
行
う
。
ま
た
、
空
き

家
と
な
っ
て
い
る
町
営
住
宅

に
つ
い
て
は
、
そ
の
災
害
の

程
度
に
よ
り
応
急
仮
設
住
宅

と
し
て
利
用
す
る
。

島
田
議
員
　
町
営
住
宅
は
、

住
宅
困
窮
者
・
低
所
得
者
に

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
現
在
の
戸
数
と
入
居
状
況

は
。

斉
藤
町
長
　
管
理
戸
数
は
９

団
地
389
戸
、
入
居
数
は
295
戸

で
75.8
％
と
な
っ
て
い
る
。

島
田
議
員
　
老
朽
化
し
て
い

る
住
宅
の
修
繕
等
の
状
況
は
。

斉
藤
町
長
　
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
管
理

し
て
い
る
。
修
理
を
手
が
け

な
い
「
政
策
空
き
家
」
以
外

の
住
宅
は
、
必
要
に
応
じ
て

修
繕
を
行
い
な
が
ら
使
用
し

て
い
く
。

島
田
議
員
　
町
営
住
宅
の
費

用
対
効
果
は
。

斉
藤
町
長
　
公
営
住
宅
法
に

基
づ
き
、
町
営
住
宅
は
住
宅

に
困
窮
す
る
低
所
得
者
な
ど

に
対
し
安
い
家
賃
で
提
供
す

る
こ
と
か
ら
、
建
築
費
的
な

費
用
対
効
果
を
算
出
す
る
こ

と
は
難
し
い
。

島
田
議
員
　
今
後
の
解
体
、

新
築
計
画
は
。

斉
藤
町
長
　
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
行
う
。

島
田
議
員
　
長
寿
命
化
計
画

に
修
繕
対
応
と
書
か
れ
て
い

な
が
ら
、
修
繕
の
期
日
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
。

佐
藤
副
町
長
　
計
画
に
よ
ら

ず
、
日
常
的
に
壊
れ
た
り
不

都
合
が
生
じ
た
場
合
は
随
時

修
繕
す
る
。

島
田
議
員
　
地
震
や
そ
の
他

災
害
に
つ
い
て
の
体
制
は
。

使われていない旧教員住宅島田　政志　議員

町長－公営住宅等長寿命化計画に基づき現状維持

21

旧
教
員
住
宅
に
つ
い
て

島
田
議
員
　
旧
教
員
住
宅
に

つ
い
て
東
中
地
区
・
市
街
地

区
・
江
幌
地
区
の
戸
数
と
入

居
状
況
は
。

斉
藤
町
長
　
旧
教
員
住
宅
は
、

旭
町
26
戸
・
泉
町
３
戸
・
東

中
３
戸
・
江
幌
２
戸
の
計
34

戸
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
住
宅
と
し
て
使
用
し

て
い
る
の
は
、
東
中
２
戸
・

清
富
１
戸
の
計
３
戸
が
入
居

し
て
い
る
。
な
お
、
今
年
度
、

教
育
委
員
会
か
ら
移
管
さ
れ

た
東
中
に
あ
る
１
戸
に
つ
い

て
は
、
現
在
売
却
す
る
か
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
と
し
て

活
用
す
る
か
検
討
し
て
い
る
。

島
田
議
員
　
空
き
家
の
旧
教

員
住
宅
は
草
刈
り
を
は
じ
め

管
理
は
ど
こ
が
行
う
か
。

斉
藤
町
長

空
き
家
と
な
っ

て
い
る
企
画
商
工
観
光
課
が

所
管
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
住
宅
と
総
務
課
で
管
理

し
て
い
る
住
宅
及
び
そ
の
周

辺
は
、
敷
地
等
を
確
認
し
な

が
ら
、
管
理
を
し
っ
か
り
し

て
い
く
よ
う
努
め
る
。

島
田
議
員
　
有
害
鳥
獣
や
夏

の
虫
な
ど
衛
生
面
か
ら
も
早

期
の
解
体
を
お
願
い
し
た

い
。

佐
藤
副
町
長
　
実
際
に
有
効

活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
る
民

間
業
者
、
地
域
の
有
効
活
用
、

財
政
を
考
慮
し
な
が
ら
、
対

応
し
て
い
く
。
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質問

ゼロ
カーボン

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は
︙
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
っ
て
稼
働
さ
れ
る
都
市
で
あ
り
、
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
な
く
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に

お
い
て
地
球
に
害
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
都
市
で

あ
る
。

今後の取り組みについての考えは
町長－ロードマップを検討し推進を強化していく

能登半島地震発生後
２月14・15日に十
勝岳噴火総合防災訓
練が行われたが、防
災無線などでの周知
も無く本気度が感じ
られない。

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

斉
藤
町
長
　
今
後
、
上
富
良

野
町
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

も
の
が
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
に
向
け
て
最
善
な
取
り

組
み
に
な
る
か
は
、
上
富
良

野
町
だ
け
で
な
く
沿
線
市
町

村
と
も
協
力
し
な
が
ら
研
究

を
行
い
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た
「
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
検
討
し
、

推
進
を
強
化
し
て
い
き
た

い
。

荒
生
議
員

上
富
良
野
町
は

こ
の
間
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
の
か
具

体
的
に
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
町
民
や
企
業
に

対
し
て
は
令
和
５
年
「
住
宅

改
修
費
助
成
事
業
」
を
拡
充

し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
及

び
設
備
導
入
に
対
す
る
補
助

の
実
施
と
、
対
象
者
へ
直
接

「
浄
化
槽
シ
ス
テ
ム
の
脱
炭

素
化
推
進
事
業
」
の
啓
発
を

行
っ
て
き
た
。
公
共
施
設
の

省
エ
ネ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
公
共
施
設
の
L
E
D

化
を
目
指
し
、
令
和
５
年
度

に
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
町

立
病
院
整
備
事
業
で
は
、
地

中
熱
を
導
入
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
寄
与
す

る
整
備
を
選
択
し
て
い
る
。

荒
生
議
員
　
２
０
２
５
年
ま

荒生　博一　議員

防
災
対
策
に
つ
い
て

荒
生
議
員
　
今
回
の
能
登
半

島
地
震
を
受
け
、
町
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
立
場
の
町

長
は
ど
の
よ
う
な
学
び
が

あ
っ
た
の
か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
こ
の
度
の
能
登

半
島
地
震
の
発
生
及
び
被
災

状
況
を
受
け
て
、
大
規
模
災

害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
な
災
害
が
ど
の
よ
う

な
規
模
で
発
生
す
る
か
予
測

不
可
能
で
あ
り
、
被
害
に
つ

い
て
も
道
路
の
損
壊
に
よ
る

緊
急
車
両
の
遅
延
や
、
孤
立

集
落
の
救
助
・
支
援
物
資
の

困
窮
、
ま
た
、
長
期
に
お
け

る
断
水
・
停
電
等
、
想
定
外

の
事
象
が
多
々
発
生
し
た
こ

と
を
受
け
、
平
素
よ
り
の
災

害
に
対
す
る
様
々
な
備
え
が
、

減
災
に
繋
が
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
た
。

荒
生
議
員
　
今
後
は
地
震
な

ど
に
備
え
、
全
町
民
を
対
象

に
し
た
防
災
訓
練
の
実
施
が

必
要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

斉
藤
町
長
　
十
勝
岳
噴
火
総

合
防
災
訓
練
は
、
十
勝
岳
火

山
防
災
協
議
会
に
よ
り
関
係

機
関
と
合
わ
せ
訓
練
を
行
っ

て
お
り
、
地
域
住
民
の
参
加

に
つ
い
て
は
町
内
25
の
全
住

民
会
に
訓
練
参
加
の
案
内
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、
住
民
会

ご
と
の
判
断
に
よ
り
参
加
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
ま
た
、
十
勝
岳
噴
火

総
合
防
災
訓
練
に
よ
る
避
難

所
開
設
運
営
訓
練
は
火
山
噴

火
の
み
な
ら
ず
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
そ
の
他
様
々
な
災

害
に
対
し
て
も
実
用
性
が
あ

る
訓
練
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

新たに導入された電気自動車
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分煙

健
康
増
進
法
の
改
正
に
よ
り
原
則
、
公
共
施
設
は

敷
地
内
禁
煙
だ
が
、
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め

の
必
要
措
置
が
取
ら
れ
た
特
定
屋
外
喫
煙
場
所
の

設
置
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

喫煙所設置についての考えは

非喫煙者からも各
施設の外で多くの
人がタバコを吸っ
ている姿を見て、
喫煙所撤廃が逆効
果になっていない
かと声があがって
いる。

十
分
な
効
果
が
出
て
い
る
と

言
え
る
か
。

斉
藤
町
長
　
数
だ
け
見
る
と

富
良
野
、
美
瑛
と
も
に
多
く

て
羨
ま
し
い
。
上
富
良
野
も

多
く
の
方
に
ア
ク
セ
ス
し
て

も
ら
え
る
よ
う
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員
　
運
営
等
を
外
部

に
委
託
す
る
考
え
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
経
費
を
か
け
る

優
先
順
位
は
低
く
大
き
な
経

費
を
掛
け
る
予
定
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。

茶
谷
議
員
　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
用
の
得
意

な
人
を
募
集
、
配
置
す
れ
ば

コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
と
思

う
が
。

斉
藤
町
長
　
様
々
な
方
法
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
見
直
し
を

茶
谷
議
員
　
健
康
増
進
法
の

改
正
に
伴
い
公
共
施
設
等
の

喫
煙
所
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
で
多
く

の
人
が
利
用
す
る
施
設
で
は

路
上
に
出
て
喫
煙
す
る
人
の

集
ま
り
が
目
立
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
、
以
前
よ
り
望
ま

れ
な
い
受
動
喫
煙
に
な
り
う

る
可
能
性
が
増
え
た
気
が
す

る
が
喫
煙
所
設
置
の
予
定
は
。

斉
藤
町
長
　
設
置
は
各
施
設

管
理
者
の
判
断
に
よ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
実
態
が
あ
る
か

ど
う
か
等
事
情
を
説
明
し
受

動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
て
い

き
た
い
。

茶
谷
議
員
　
受
動
喫
煙
を
生

じ
さ
せ
な
い
た
め
に
喫
煙
所

を
設
置
し
た
場
所
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長
　
課
長
会
議
の
結

果
、
庁
舎
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
に
設
置
し
た
。

茶
谷
議
員
　
総
務
省
か
ら
税

制
改
正
法
の
中
で
屋
外
分
煙

施
設
の
整
備
を
促
す
こ
と
が

発
表
さ
れ
た
が
町
長
の
見
解

は
。

斉
藤
町
長
　
分
煙
に
対
し
て

予
算
を
つ
け
る
と
い
う
の
は

あ
ま
り
想
像
で
き
な
い
。
喫

煙
者
が
マ
ナ
ー
を
守
れ
ば
非

喫
煙
者
と
の
共
存
は
で
き
る

と
思
う
の
で
、
行
政
が
喫
煙

所
を
設
け
る
必
要
性
な
な
い

と
考
え
る
。

庁舎敷地内に設置された喫煙所

茶谷　朋弘　議員

町長 - 喫煙所設置は管理者の判断

23

茶
谷
議
員
　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
関
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
検
討
は
。

斉
藤
町
長
　
管
理
方
法
、
経

費
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

茶
谷
議
員
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
十
分
な
効
果
は

得
ら
れ
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
簡
単
に
判
断
し

づ
ら
い
が
一
定
の
効
果
が
出

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

茶
谷
議
員
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
平
均
ア
ク
セ
ス
数
が
上
富

良
野
町
379
件
に
対
し
て
、
富

良
野
市
４
千
474
件
、
美
瑛
町

２
千
155
件
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
が
上
富

良
野
町
586
件
に
対
し
富
良
野

市
３
千
501
、
美
瑛
町
４
千
610

と
な
っ
て
い
る
が
そ
れ
で
も



                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 122 号

発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

　
　

議
会
の
窓No.

122

　
上
富
良
野
町
の
議
会
議
員
に
な
っ
て
３
回
目
の
定
例

町
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
予
算
特
別
委
員
会
も
開
催
さ
れ
、
準
備
期
間

を
含
め
約
１
か
月
間
の
長
丁
場
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
上
富
良
野
町
の
予
算
が
決
ま
る
大
事
な

議
会
で
、
新
し
い
事
業
や
継
続
事
業
、
同
僚
議
員
が
質

問
す
る
事
柄
を
で
き
る
だ
け
予
算
書
に
記
録
し
、
町
民

の
生
活
・
福
祉
の
向
上
に
向
け
執
行
で
き
た
か
否
か
を

審
議
で
き
る
よ
う
今
後
も
見
守
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
新
年
度
に
あ
た
り
入
進
学
の
時
期
を
経
て
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
目
の
当
た
り
に
し
、
気
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
声
を
議
会
に
届

け
、
親
し
み
や
す
い
議
会
を
目
指
し
ま
す
！

                                                     （
湯
川   

記
）

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
佐
　
藤
　
大
　
輔

副
委
員
長
　   

井
　
村
　
悦
　
丈

委

員
　
　
湯
　
川
　
千
悦
子

　
　
　
　
　
　
林
　
　
　
敬
　
永

　
　
　
　
　
　
茶
　
谷
　
朋
　
弘

　
　
　
　
　
　
島
　
田
　
政
　
志
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２
月
19
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
21
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
26
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
27
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３
月
４
日
　
第
１
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
５
日
　
第
１
回
定
例
会
（
２
日
目
）

　
　
７
日
　
第
１
回
定
例
会
（
３
日
目
）

　
　
　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
８
日
　
第
１
回
定
例
会
（
４
日
目
）

　
　
　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
11
日
　
予
算
特
別
委
員
会
（
１
日
目
）

　
　
12
日
　
予
算
特
別
委
員
会
（
２
日
目
）

　
　
13
日
　
予
算
特
別
委
員
会
（
３
日
目
）

　
　
14
日
　
予
算
特
別
委
員
会
（
４
日
目
）

　
　
15
日
　
第
１
回
定
例
会
（
５
日
目
）

　
　
　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
18
日
　
全
員
協
議
会

　
　
８
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
16
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

４
月
８
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
10
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
16
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

お詫びと訂正　議会だより第121号

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

佐
藤
大
輔

荒
生
博
一

湯
川
千
悦
子

米
澤
義
英

金
子
益
三

林
　
敬
永

茶
谷
朋
弘

中
瀬
　
実

島
田
政
志

井
村
悦
丈

北
條
隆
男

小
林
啓
太

岡
本
康
裕

第６回臨時会（令和５年10月６日）
上富良野町名誉町民の議決を決める件 可決 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 〇 〇 〇
第６回臨時会（令和５年10月６日）
上富良野町名誉町民の議決を決める件 可決 〇 × 〇 × 〇 × 〇 × × 〇 × 〇 〇

正

誤

　去る２月９日に発行いたしました議会だより第121号のP.10「審議議案と議員の賛否」一覧表に
誤りがございました。つきましては下記の通り訂正をさせていただきます。
　今後、本会議や特別委員会における審議議案の賛否の掲載につきましては、一覧表による結果の掲
載は取りやめ、議会だよりの中で審議の経過や討論などを含めた記事を掲載していきます。
　この度は町民の皆様、関係者の皆様にご迷惑をおかけいたしましたことを深くお詫び申し上げます。


